
水と緑と花のまち

市政だより

昭和58年 5月 1日 No.973一一一一一一一一

人口の動き

4月 1日現在 前月比

人口計 67，404 -549 
男 32，421 -351 
女 34，983 -198 
世帯数 19，769 -40 

指巴和白鼠w巴忠?旦町田?Jf}g
一長崎水産高校が郡川に放流実習-

多良山系を源とする県内でも指折りの清流郡川

椎戸ユはつぎつぎに放だれ元気に注いで、行つ疋

元気に育て戸ユだちょ私だちも清らかな流れを守り続けるから

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所告側③4111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷
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間

わ

が
国
は
、
自
動
車
保
有
A

属
諮
」
界
第
2
位
。

開
運
転
免
註
払
保
有
者
は
運
転
免
許
遵
酌
人
口
の
2

似
人
に
1
人
と
、
本
格
的
な
車
社
会
を
迎
え
よ
う

側
と
し
て
い
ま
す
が、

今
年
に
は
い
り
県
下
で
斐

削
通
死
亡
事
散
が
や
空
発
し
、
大
村
市
で
も
す
で
に

W
2
人
の
犠
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。

州

事

故

の
原
因
を
み
る
と
、
飲
酒
暴
走
運
転
、

似
一
時
停
止
や
偉
ノ汀
を
怠
っ
た
も
の
な
ど
ル
ー
ル

附
無
視
が
多
く、

運
転
者
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
自

制
立
っ
て
い
ま
す
。

川

w

A

フ
年
も
次
の
3
項
目
を
重
点
に
、
春
の
全
国

15房11日---20日春の全国安通安全運動

自白鴎EL品。ルロ此32
マ宇中指§

※
住
む
人
の

交
通
安
〈主
謹
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

間

①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
、
特
に
子
ど
州

も

と

宏

天

の

支

通

事

敢

防

止

似

②
二
輪
車
の
安
全
利
用
、
特
に
交
差
点
で
の
安
側

全
襲
叫
の
励
行
と
ヘ
ル
メ
ッ
上
看
用
の
徹
底
附

③
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
安
差
点
で
の
安
全
糊

確
認
の
励
行
と
シ
ー
ト
ベ
ル
上
書
用
の
推
進
側

こ
れ
か
ら
本
格
的
主
謀
京
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
似

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
突
通
安
全
運
動
を
制

自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
事
哉
の
な
附

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

洲

町
三
%
一パ
イ
ークは一

F

んいん崎一向

い
盤

強

大
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

謡

守一
戸

ぶ
り
ま
す

1
 
W

圃
-
J
J

大
決
ま

っ
た
速
度
で

E
臨
園
開

走
り
ま
す

闘
副
園
田腐

食

通
行
区
分
を
守
り
、

同
蝉
瞭
一
副
ジ
グ
ザ
グ
運
転
を

E
E
B
聞

や
め
ま
す

ア

¥
で

右
左
折
、
巻
込
み

一般的一
三

に
注
意
し
ま
す

川おじ
い
す
i
ブ
で
は
減
速

叩
十
総
同

し
ま
す

カ
昼
間
点
灯
を
励
行
し
ま
す

会
車
の
前
後
を
横
断
し
ま
せ
ん

会
横
断
歩
道
、
歩
道
橋
を
渡
り
ま

す
大
横
断
の
時
は
、
左
右
の
安
全
を

確
め
ま
す

人以
道
路
へ
は
、
飛
び
出
し
ま
せ
ん

熱
意
が
伸
ば
す

ぐ

自

転

車

は

す

一
時
停
止
場
所
で
は
、
止
ま
っ

て
安
全
を
確
認
し
ま
す

会
道
路
の
左
端
を
一
列
で
走
り
ま

す

み
H

夜
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
、
反

下
水
道

射
器
を

つ
け
ま
す

よK
T
S
マ
l
ク
の
つ
い
た
自
転
車

を
利
用
し
ま
す

四

一戦
し
恵
一は

よ
ば
ゆ
と
り
を
も
っ
て
走
り
ま
す

女
シ
!
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
す

会一

時
停
止
を
確
実
に
励
行
し
ま

す
よ
ば
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
車
の
キ
ー
を

周
り
の
人
に
預
け
ま
す

食
歩
行
者
(
自
転
車
)
に
気
を
つ

け
ま
す

湖
周
同
判却

す
無
理
の
な
い
運
転

計
画
を
た
て
ま
す

会
仕
業
点
検
を
励
行

し
ま
す

よX
従
業
員
の
健
康
管

理
に
心
配
り
を
し
ま
す

一家
、川
一民
一
'T
ごは

大
ゆ
と
り
を
も
っ
て
出
発
し
ま
す

食

「
気
を

つ
け
て
」
の
ひ
と
声
を

会
み
ん
な
で
ル
ー
ル
と
マ
ナ
!
の

話
合
い
を
し
ま
す

会
道
路
の
不
正
使
用
は
止
め
ま
す

す
子
ど
も
の
遊
び
場
を
確
保
し
ま

す
食
道
路
環
境
を
快
適
に
し
ま
す

呂
田
っ
て
何
足
ろ
う

農
地
法
で
は
、
農
地
|
耕
作
の

目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
を
い
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
は
、

土
地
登
記
簿
の
地
目
に
よ
っ
て
判

断
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
耕
作
の

目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
で
あ
れ
ば
、

宅
地
や
原
野
で
も
農
地
に
な
り
ま

す。
こ
の
よ
う
な
土
地
を
売
買
、
賃

借
し
た
り
、
転
用
す
る
と
き
は
、

許
認
可
な
ど
を
受
け
農
地
法
違
反

と
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
c

m巣
地
を
農
地
と
し
て
売
買
、
賃

借
な
ど
に
よ
り
権
利
を
設
定
移

転
す
る
場
合
l
農
地
法
第
3
条

の
許
可

@
農
地
を
所
有
者
自
ら
農
地
以
外

の
目
的
(
宅
地
な
ど
)
に
転
用

す
る
場
合
1
農
地
法
第
4
条
の

許
可

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
・
お
願
い
し
ま
す
)

f 

ベJ

③
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
(
宅

地
な
ど
)
に
売
買
し
た
り
、
賃

借
な
ど
の
権
利
の
移
転
、
設
定

す
る
場
合
1

農
地
法
第
5
条
の

許
可

④
農
地
法
施
行
(
昭
和
幻
年
凶
月

幻
日
)
以
前
に
農
地
以
外
の
目

的
に
供
し
て
い
る
場
合
|
非
農

地
証
明

⑤
水
田
や
畑
を
耕
作
の
合
理
化
の

た
め
埋
め
立
て
な
ど
を
し
て
利

用
す
る
場
合
|
造
成
届

※
特
に
無
断
転
用
に

つ
い
て
は
原

状
回
復
を
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
事
は
、
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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日
日4F
H霊

デ戸-;tのヘヂジ

国
現
在
、
失
業
中
で
収
入
が
な
く

保
険
料
が
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

よ

μ圏
農
業
や
漁
業
の
人
、
自
営
業
の

人
な
ど
で
厚
生
年
金
な
ど
が
な
い

一

役

所

に

対

す

る

苦

情

や

要

望

は

一

一

行

政

相

談

委

員

へ

一

平
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
次
き
'
似
い
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ

中

一
の
人
が
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
か
ら
な
い
、
早
く
や
っ
て
も
ら

一

一
委
嘱
さ

れ

ま

し

た

。

い

た

い

、

と

い

う

よ

う

な

苦

情

一

Z

北
野
松
代
さ
ん

や
要
望
質
問
な
ど
お
持
ち
の
人

立

一

東

本

町

別

宮

③
2
6
5
3

の
相
談
相
手
と
な
り
、
皆
さ
ん

一

一
江
口
善
芳
さ
ん

の
身
に
な
っ
て
お
世
話
を
し
よ

一

一

皆

同

郷

m
g⑤
2
6
5
0

う
と
い
う
も
の
で
す
。

一

一

松

本

健

次

さ

ん

相

談
は
自
宅
相
談
の
ほ
か
、
一

一
三
城
町
倒

l
4

宮
③
G
I

毎
月
第
2
木
曜
日
に
市
民
相
談
E

2

5

5

コ
ー
ナ
ー
(
市
役
所
広
報
公
聴

理

一
行
政
相
談
警
員
は
、
国

・
県

・
課
内
)

で
定
例
相
談
も
行
っ
て

一

E

市
・
公
社
な
ど
の
役
所
の
仕
事
い
ま
す
。

z

一
に

つ
い
て
、
ど
う
も
納
得
が
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い。

一

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
の
人
で

失
業
や
少
収
入
の
た
め
、
保
険
料

の
納
入
が
困
難
な
人
に
は
、
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
市
役
所
保
険
年
金

課
年
金
係
ま
た
は
、
お
近
く
の
出

張
所
へ
印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
下

さ
い
。7
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
す

る
と
、

1
年
間
免
除
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
保
険
年
金
課

年
金
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

春
季
慰
霊
祭

5
月
加
白
骨

午
前
叩
時
叩
分
よ
り

県
忠
霊
塔

遺
族
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
、

多
数
ご
参
列
下
さ
い
。

※
遺
族
一
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話

人
を
通
し
て
配
布
し
ま
す
。
届

か
な
い
人
は
福
祉
課
社
会
係
か

お
近
く
の
出
張
所
ま
た
は
、
遺

族
会
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

営
業
か
ら
で
る

司
選
思
向
羽
田
包
シ
ω
u
o
ヘ

営
業
上
か
ら
で

る
ご
み
は
営
業
者

の
責
任
に
お
い
て

次
の
通
り
処
理
し

て
下
さ
い
。

O
燃
え
る
ご
み
と

燃
え
な
い
ご
み

に
分
け
て
下
さ

O
営
業
者
自
ら
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ

運
ん
で
下
さ
い
。

O
電
気
製
品
は
、
モ
ー
タ
ー
、
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
固
い
も
の

は
取
り
は
ず
し
て
下
さ
い
。

O
長
い
も
の
は
は

m
位
に
切
っ
て

下
さ
い
。

O
新
聞
紙
、
雑
誌
、
衣
類
、

ダ
ン

ボ
ー
ル
、
金
物
な
ど
は
廃
品
回

収
で
再
生
利
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

O
搬
入
手
数
料
は
間
同
ご
と
に
加

円
で
す。

寸

i
l
i
i
i
i
i
i
i
!
i
i
i
i
i
l
i
a
j
i
i
J

市
議
会
で
冒
渉
早
⑬
白
8
宙一回を
決
議

現
在
、
青
少
年
非
行
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
防
止
対
策
及
び
青
少
年
の

健
全
育
成
が
当
面
す
る
緊
急
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、

3
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
な
「
決
議
」
が
全
会

一
致
で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
決
議

明
日
の
世
代
を
担
う
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ

と
は
、

市
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
近
時
青
少
年
の
非
行
は
、
ま
す
ま
す
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
そ
の
内
容
も
万
引
き
、
乗
物
盗
や
校
内
暴
力
を
は
じ

め
粗
暴
事
件
、
シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
乱
用
事
犯
が
多
発
し
、
加
え

て
非
行
の
低
年
齢
化
、
集
団
化
の
傾
向
を
強
め
る
な
ど
、
極
め
て

憂
慮
す
べ
き
現
状
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
激
増
す
る
青
少
年
の
非
行
を
防
止
し
、
か
け
が

え
の
な
い
後
継
者
を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
緊
争
主
皇

要
な
課
題
で
あ
り
、
ム
コ
次
定
例
会
で
も
論
議
さ
れ
た
よ
う
に
、
今

こ
そ
、
市
民
が
こ
ぞ
っ
て
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
、
及

び
非
行
を
助
長
す
る
環
境
浄
化
等
の
諸
対
策
を
強
力
に
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
本
市

整

言
、
次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す

る
た
め
、
市
民
を
は
じ
め
関
係
諸
機
関
、
団
住
寺
一
体
と
な
っ
た

市
民
運
動
の
展
開
を
提
唱
す
る
と
と
も
に
諸
対
策
の
強
化
推
進
を

図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
決
議
す
る
。

昭
和
田
年
3
月
げ
日

本す

大

市

議

-6、
ヱミ
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ス
ヲ
ジ
フ

む

ぷ
/
観
発
鎗
ハ
刻
字
・

/

U

/

 五
γ

が
で
き
ま
し
た

市
内
の
観
光
地
を

型

ど

っ

た

大

村

駅

前

観
光
案
内
所
と
大

ス
タ
ン
プ
と
、
桜

・
つ
つ

じ

・

村
公
園
売
庖
に
あ
り
ま
す
。

花
し
よ
う
ぶ
な
ど
の
絵
ハ
ガ
キ

で
す
。
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1" 
自動車税の納期は

5月31日までです

協
な
ど
各
金
融
機
関
へ
納
め
て
下

さ
い
。

⑨
住
所
を
移
転
さ
れ
た
人

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
人
は

電
話
で
結
構
で
す
の
で
、
是
非
新

住
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

⑨
自
動
車
税
の
還
付

自
動
車
税
の
ま
っ

消
登
録
を
さ

れ
た
場
合
は
、
翌
月
か
ら
減
額
さ

れ
税
金
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
還
付
金
の
送
金
通
知
が

あ
っ
た
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
銀

行
で
早
め
に
受
取
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
自
動
車
税
に

つ
い
て
の

お
問
い
合
せ
は
、
長
崎
県
自
動
車

税
事
務

所

(
宮
長
崎
⑪
8
8
3
5

・
8
8
3
6
)

へ
ど
う
ぞ
。

税
に
不
服
の
あ
る
と
き
は
:
・
異
議
申
し
立
て
が
で
き
ま
す

税
務
署
に
申
告
し
た
所
得
や
税

額
が
、
税
務
署
の
調
査
し
た
額
と

異
な
る
と
き
は
、
そ
の
申
告
額
を

調
査
し
た
額
に
「
更
生
」
し
ま
す
。

ま
た
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
税
務
署
で
調
査
を
し
、
調

査
し
た
額
に
所
得
や
税
額
を
「
決

定
」
し
ま
す
。

し
か
し
、
税
務
署
が
行

っ
た
更

正
や
決
定
、
財
産
の
差
押
え
な
ど

の
処
分
に

つ
い
て
、
不
服
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
処
分
の
通
知
を
受

け
た
日
の
翌
日
か
ら
2
か
月
以
内

に
、
「
異
議
申
立
て
L

を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
は
、
異
議
申
立
て
に
理

由
が
あ
る
か
ど
う
か
十
分
調
べ

、

異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し

ま
す
。
こ
の
決
定
に
つ
い
て
な
お

不
服
が
あ
る
と
き
は
、
決
定
の
通

知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

1
か

月
以
内
に
、
国
税
不
服
審
判
所

に
対
し
て
「
審
査
請
求
」
が
で
き

外
何
百

ま
す
。
国
税
不
服
審
判
所
の
裁
決
に

対
し
て
、
な
お
不
服
の
あ
る
と
き

ゃ
、
審
旦
本
主
連
盟
子
炉
}し
て
か
ら

3
か

月
以
内
に
裁
決
が
な
い
と
き
は
、

裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

異
議
申
立
て
や
審
査
請
求
に
は

裁
判
の
よ
う
な
難
し
い
手
続
き
は

い
り
ま
せ
ん
し
、
弁
護
士
を
依
頼

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
費
用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
諌
早
税
務
署

(宮
諌
早
②
1
3
7
0
)
一へ
お
気
軽

に
お
尋
ね
下
さ
い
。
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ち(吃狩

保
健
コ
:
ナ

t

例開og~
8 

~毘ょ
~無料~

該
当
す
る
人

O
生
後
6
か
月

1
4
か
月
未
満
で

今
ま
で
に

l
回
も
受
け
て
い
な

、l
L
ム
リ
ヨ
L

。

L
F子
五
』
|
ノ

。
昨
年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

を
行
っ
た

4
か
月
未
満
の
幼
児
。

o 0 お
い 体 い母 願
温子い
を健
必康
ず手
測帳
つを
てこ
き持
て参
下下

"ミ

ツベルクリン検査・
B CG予防接種目程

B 
藍
5/ 
/12(村

5/ 
/13 
(劉

5/ 
/19同

5/ 
20(剣

時

同

一

凶一

3

月

i

一

公

U

一v

ι
1
7
h
1
一時

↑

一

円
/
』

|
」
|
|
↓
|
|寸
l
上
必
矢

野
-
所
一所
一
館
一所
-
所
一
所

一所

一館

一所一

午

E
一
一
張

一民
一
張
一
張

一張

一張

一長
一張
一司

一
役
一
出
一
公
一
出
一
出
一
出
一
出
一
一
ぱ
一
出
一
任

一

一
l

「J
一
一

i
一
一

)日

一区

一日
一時

一

一瀬
一
訪
一回
一浦

一松
↑
重
一
町
一

原
一

一市
一萱
一諒
一
鈴
ご
ニ
一竹

一福

一中
一
松
一

5/ 
/10(火)

5/ 
/11 
(水)

妊
娠
前
に

予
防
接
種
を

妊
婦
が
妊
娠
3
か
月
頃
ま
で
に

風
し
ん
に
か
か
る
と
、
先
天
性
異

常
児
が
生
ま
れ
る
心
配
が
あ
り
ま

す。

今
ま
で
に
風
し
ん
に
か
か
っ

た
こ
と
の
な
い
人
や
不
明
な
人
は
、

妊
娠
前
に
予
防
接
種
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

対

象

者

市

内
に
住
ん
で
い
る
却

歳
以
上
の
女
性

申
込
・
問
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係
(
関
係
書

類
を
渡
し
ま
す
)

回
b
b《

j
無
料
j

該
当
す
る
人

O
生
後
日
か
月

1
刀
か
月
ま
で
の

幼
児
で
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
の
な
い
幼
児
。

O
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
幼
児
。

接
種
の
方
法

直
接
、
病
院

へ
行
っ
て
受
け
て

下
さ
い
。

接
種
目
5
月
2
日
間

1
6月
初
日
同
ま

麻しん予防接種病院名

で
に
、
指
定
さ
れ
た
各
病
院
で

受
け
て
下
さ
い
。
な
お
、
事
前

に
各
病
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

お
願
い

O
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ

O
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る

と
、
前
後
約
1
か
月
間
は
他
の

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
病
院
に
ご
相
談
下
さ
い
。

風しん予防接種病院名

料金

病院名 所在地 時主電向子単主烹言F

松井医院久原郷 ③6624 

寺井医院玖島郷 ②3574 

松尾医院 玖島郷 ②4412 

田)11小児科医院東本町 ②4000 

近藤医院東本町 ②2527 

朝長医院杭出津2丁目 ④5000 

上田医院諏訪1丁目 ②3505 

出口小児科医院諏訪3丁目 ②2252 

与那城医院池田新町 ③5575 

沢 田医院小路口本町 ⑤ 1507 

今 回内科医院桜馬場2丁目 ②3032 

桝本医院大川田町 ⑤8355 

原 医院宮小路1丁目 ⑤8427 

牧山医院宮小路2丁目 ⑤7831 

長崎医院寿古郷 ⑤8615 

自己負担です

i交 交 交 交 宇，でち しいタ
;必では i吏ある殺つ 丁 た 10 ."-' すよてアまマ
jず消、 つ りと 虫て寧は日 ヒぐ っいタすジ
i 、毒摂たまよ剤下な一間 !言及感 とてマ。ラ
e 学し氏タすりをさ洗日 j と染染 しもジ ミ

jFEEt 。道南し;警 ETきじ 主左足: 集

iどさ以や がす 行にま はた す触のは 白
jにい上ケ 、 発
連 。のシ 一一 清生

!絡熟な アタマジラミ i撃しiを 湯と

( 駆除を怠らないように がどな
し、もか
く達っ

/¥八 へ 生※下 頭家減で駆 っ|にた;、4ぬグ お活詳さ髪庭つは除アがは集か感為
?、以穴νγ 尋環 しいのでて発をタ必 、団あ染に
i 戸民~J ね 境 い 。 点もい生定、マ要適生っし
t 汁τττ寸 下 魂こ 検 子ま がらジで切活ててほ

~ .-:と:'，ノさ衛と をどす 確なラ すなのいいか
j¥一一 、生 は しも 。実いミ。処場またの
; 係、 ての各に所は
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.千九
J

叫
市
白
サ
」
被
爆
さ
れ
た
人
の

伊メ
p
t
健
康
診
断
を

B

む

R
明

作

」

を

行

い

ま

す

F
(
『

対

象

者
被
爆
者
健
康
手
帳
所
持
者
及
び

健
康
診
断
受
診
者
証
所
持
者

問
合
せ
先

福
祉
課
社
会
係
、
大
村
保
健
所

(宮
③
2
1
9
3
)

鑓
抵
の
ひ
る
脇

お
気
軽
に
ご
相
談
を

福
祉
事
務
所
(
市
役
所
一
階
)

市
役
所
で
は
、
福
祉

関
係
の
各
種
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

。
手
話
通
訳
相
談

聴
覚
障
害
者
な
ど
の

家
庭
生
活

・
社
会
生

活
に
お
け
る
コ
ミ
ニ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
に
す
る
た
め
の
関

係
機
関
へ
の
伝
達
仲
介
及
び
助

言

・
指
導
を
行
い
ま
す
。

相
談
日

毎
日

場

所

福
祉
課
福
祉
係

。
家
庭
児
童
相
談

お
子
さ
ん
の
家
庭
に
お
け
る
養

育
相
談
や
人
間
関
係
な
ど
の
ほ

か
性
格

・
し
つ
け

・
家
族
関
係

.
心
身
の
障
害

・
教
育
問
題

・

知
能

・
一言語

・
運
動
機
能
な
ど

の
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
毎
日

場

所

福
祉
課
児
童
係

。
心
身
障
害
者
相
談

精
神
薄
弱

・
身
体
障
害
者
(
児
)

の
福
祉
更
生
援
護
に
関
し
、
本

人
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
指
導
助
言
を
行
い
ま
す
。

相
談
日

毎
日

且
務
所

一面
辻
県
一面
・
立
系

1
1
1

i

i

 

※
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日

(
5
月
幻
日
国

被爆者健康診断日程

5月.一13旦(剣ー
診噺 シ場所 対象地区
竹松出 張所 福重、松原、竹松

5. 17(;k) 市役所第 一 会議室 大村、二浦、鈴田
5. lS(水) 竹松出 張所 竹松
5. 19同 中地 区公民館 西大村
5 . 20(剣 福祉 センター 大村、西大村、 菅瀬
5. 23:月) 巾役所第 一 会議室 大村
I 5. 24(;刈 福ネ止 センター 大村

午
後
1
時

1
3
時

30 00~ 14 30、1300~ 1l 10 受付時間

福
祉
セ
ン
タ
ー
)
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難病患者 ，内臓機能障害者・重度障害者介護者の皆さん

~白金活宅島~~完了
5月31日(刈までにあ申し出下さい
申請先:福祉課福祉係 (申請書を用意しています〉

難病患者見舞金 金額 20，000円
04月 1f=l現在、市内に引続いて l年以上住んでいる人で

もらえる人
住民基本台帳に記載されている人

外国人登録原票に登録されている人

O現在、 医療機関で治療を受けている人または、その保護者

国の特定疾患治療研究事業の対象疾患

ベーチェット病、多発性硬化症、重症筋無力症、全身性エリテマトーヂス、スモン病、再性'不

良性貧血、サルコイドージス、筋萎縮性側索硬化症、強皮病 ・皮膚炎及び多発性筋炎、 特発

性血小板減少性紫斑病、結節性動脈周囲炎、 i貴傷性大腸炎、 大動脈炎症候群、ビュルガー病、

疾病名
天癌靖、脊髄小脳変性症、クロ ーン病、難治性肝炎の うち劇症肝炎、悪性関節 リウマチ、 パー

キンソン病、アミロ イドージ ス、後縦靭帯骨化症、 ハンチントン舞踏病、ウイルス動脈輪閉塞

症

国の小児慢性特定疾患治療研究事業の対象疾患

悪性新生物、慢性腎疾患、 ぜんそく 、慢性心疾患、内分泌疾患、腰原病、小児糖尿病、先天性

代謝異常、血友病等血液疾患

O特定疾患医療受給者証

必要な書類 O小児慢性特定疾患医療受診券または、現在治療中である こと が確認できる診断書

O住民票の写 し

内臓機能障害者見舞金 金額 18，000円
04月 1日現在、市内に引続いて 1年以上住んでいる人で

住民基本台帳に記載されている人

もらえる人
外国人登録原票に登録されている人

O人工月工門または、人工跨脱を施術している人

ただし 身体障害者手帳、療育手帳の交付を受けた人及び難病患者見舞金を受給される人は

もらえません。

必要な書類
O診断書(永久保有の場合は、その旨を明示して下さ L、)。

O住民票の写し

重度障害節子護見舞金 金額 15，000円
大村市に住所があってその家庭に在宅(同居)する 4歳以上の

O身体障害の程度等級の1、2級に該当する重度の身体障害者 (児)

もらえる人 (聴覚及び内臓機能障害者は除きます)

O児童相談所又は、 精神薄弱者更生相談所の判定による重度の精神薄弱者(児)

の食事、入浴、排便、衣服の着替えなど日常生活について介護している人

必要な書類 O住民票謄本
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曲
線
美
を
一
望
に
現
わ
す

hv

(
以
島
賊
跡
)

大
村
藩
の
居
域
以
島
減
跡
で
最
も
美
し
一

い
と
い
わ
れ
て
き
た
板
叡
檀
台
(
い
た
じ
一

き
や
ぐ
ら
だ
い
)
ガ
、
刊
年
ぶ
り
に
よ
み
一

ガ
え
つ
だ
。

一

築
域
当
時
か
ら
の
藩
主
の
観
開
場
所
。
吉
岡

一

さ

M
m
の
石
垣
は
弓
な
り
の
美
し
い
曲
線
一

を
描
い
て
い
る
o
i
l
-

i

l
e
i
--'l
ei
-
¥

※
大
村
線

僕
ら
の
夢
を

頑張って、学びます (4/8勤労青少年ホーム)一一一一一砂
前期教養講座(料理など10講座〉の開講式ガ行れ、

57年度の皆勤者、精勤者に対しての表彰も行れましだ。

開講式に出席しだ皆さんは、仕事ガ終つての受講にフ

ァイトを燃やしていましだ。

乗
せ
て
行
く

大村湾沿岸のこ、みを処理一一 一一 一一一一一一¥
(3/11-22 松原餅の浜~溝陸)

14事業所(団体〉の参加で行れ、軽トラッ'7113

台ものゴミを処理しましだ。大村湾はみんなの

ものです。みんなの努力で大村湾をきれいにし

ましよう .. 

ヂ障害者の人たちが利用しやすくなりましだ
(大村警察署)

豆関を車いすでも利用できるよう、自動ド戸・スロ

ープ工事を行いましだ。これで免許蔓新などにあとず

Lれる、障害者の人も楽になることでしょう。

このコーナーでは皆さんの身近な話題 ・行事などを取

りあげていきたいと思います。

皆さんからの情報をお寄せ下さい。

連絡先 :広報公聴課

品
屋
内
配
線

電
気
工
事
の

申
し
込
み
は

新
し
く
家
事
」
建
て
疋
り
増
・

改
築
さ
れ
る
と
き
の
電
気
工

事
は
、
お
知
り
あ
い
の
電
気

工
事
巴
に
ご
相
談
さ
れ
、
屋

内
工
事
を
こ
依
頼
下
さ
い。

電
気
工
事
に
つ
い
て
の
九

州
電
力
へ
の
手
続
き
は
、
す

べ
て
電
気
工
事
居
ガ
お
客
さ

ま
に
か
わ
っ
て
い
疋
し
ま
す
。

お
知
り
あ
い
の
電
気
工
事

巴
ガ
な
い
場
合
は
、
九
電
大

村
営
業
所
(
宮
③
2
T
アペ
l

)

に
ご
相
談
下
さ
い
。
信
用
あ

る
電
気
工
事
屈
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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期
間

5
月
9
日
間

1
況
日
同

対
象
青
少
年
、
一
般

場
所
・
開
催
日

市
武
道
館
2
階

毎
週
月
・
水
・
金
曜

午
後
6
時
却
分
1
8時

富
の
原
児
童
体
育
館

毎
週
火
曜
H
午
後
6
時

1
8

土
寸

毎
週
木
曜
H
午
後
7
時

1
8

土手

おおむ市政だより

受
講
料
無
料

申
込
・
問
合
せ
先

少
林
寺
挙
法
大
村
道
院
(
宮
④

0
7
4
1
)
ま
た
は
、
開
催
日

に
直
接
、
会
場
へ
。

(9) 

大
村
山
岳
会
初
周
年
記
念

久

住

ヌ設l
主:L

山

5
月
乱
日
出

1
2
日
同

車
中
泊
で
す
。

集
合

5
月
泣
日
凶
午
後
9
時
却

分
大
村
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

コ
l
ス

大

村

!
久
住
登
山
口
el--

牧
ノ
戸
越
久
住
山

持
っ
て
く
る
も
の
水
筒
、
雨
旦
八
、

懐
中
電
灯
ほ
か

参
加
料
大
人
日
五
千
五
百
円

子
ど
も
リ
三
千
五
百
円

(
食
費
、
保
険
料
を
含
む
)

申
込
期
限

5
月
日
日
同

1
人

二
千
円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

山
岳
会
事
務
局
(
水
主
町
2
l

鰯
森
ま
た
は
、
久
原
郷
市
営
久

原
住
宅
テ
棟
3
号
清
水
)

期
日市

民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大

会

日
時

5
月
辺
日
同

場
所
市
民
体
育
館

種
目
一
般
一
部
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス
、

一
般
三
部
男

女
年
齢
別
ダ
ブ
ル
ス

試
合
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

※
参
加
者
数
に
よ
り
パ
ー
ト
リ

ー
グ
で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

午
前
9
時

心
-A

す
。

参
加
料

1
人
1
種
目
八
百
円

申
込
・
問
合
せ
先
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
(
市
役
所
内
、
森
幸
久
)

宮
③

1
3
ワ
6

保
母
さ
ん
の
た
め
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
議
首
会

5
月
日
日
凶
・
同
日
嗣

午
後
7
時

1
9時

場
所
中
地
区
公
民
館

対
象
幼
児
保
育
・
指
導
に
従
事

し
て
い
る
人
、
施
設
関
係
者
な

日
時

問主会
務合催費ど
局せ
(先大無
宮村料
③・フフ
1 オオ
7 I 
2 クク
6 ダダ
久ンン
富スス
)事

L 
百

グループ・サークル

クラブなどの

会員を募集

してま~す。e

④
大
村
少
年
合
唱
団

少
年
期
に
音
楽
の
美
し
さ
や

歌
う
楽
し
さ
な
ど
、
合
唱
団
活
動

を
通
し
て
豊
か
な
心
と
人
間
性
を

養
い
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
役

立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
市
内
の
小
学
3
年
生
以
上

中
学
生
ま
で5月13日働午後6時30分開演

市民会館

曲目:尺八本曲「岩清水J

中田喜直作晶による四季のメロ

アィー

琉球民謡による組曲
申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
学
校
、
学
年
、
電
話
番

号
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

え」い。

申
込
先
大
村
市
古
町
一
丁
目
側

少
年
合
唱
団
母
の
会
牟
田
ム
ツ

申
込
期
限

5
月

m
H樹

問
合
せ
先
合
唱
団
母
の
会
事
務

局
(
宮
③
0
7
8
4
)

，句

⑥
白
百
合
茶
道
部

初
心
者
の
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

定
例
日
毎
月
第
1

・
3
木
曜

午
前
日
時
1
午
後
1
時
刻
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

会
費
月
二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
白
百
合
茶
道

部
(
宮
②
6
3
0
8
)

5月15日(日)

午前9時~午後3時

コース:jll棚常在寺のキリシタン
墓碑~干綿のキリシタン

墓碑~舎富のキリシタン

墓碑~田下のキリシタン

様式墓碑~坂口館跡~鈴

田牢跡~史料館

参加料:1，000円(パス代〉

定員:40人

申込期限 :5月10日(刈

申込先:史談会青年部

(市立図書館内宮②2457)

入場料

前売券発売所:森竹電器・戸オパラジ

オ・原田楽器・長崎書居

問合せ先:音楽団体協議会

(中地区公民館内宮③1376)

犬同意の自然と文化をたずねて 1
5月19日(柄""-'21日出

国立阿蘇青年の家

対 象:青年及び成人

申込期限 :5月9日目)

※申込用紙は教育委員会社会教育課

にあります。
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市
奨
学
生
を
募
集

資
格
O
市
民
ま
た
は
そ
の
子
ど
も

で
高
校
、
国
立
高
等
専
門
学
校

に
在
学
中
の
人

oμ
孟
未
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も

健
康
な
人

O
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
弁
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

O
日
本
育
英
会
そ
の
他
そ
れ
ら
に

類
す
る
団
体
か
ら
奨
学
金
の
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
人

貸
与
月
額

七
千
円

受
付

5
月
2
日
刊
1
白
日

ω

申
込
方
法

出
願
書
類
は
市
教
育

委
員
会
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
の

で
、
在
学
校
長
を
経
由
し
て
提

出
し
て
下
さ
い
。

大
村
史
談

μ号
刊
行

内
谷

天
正
少
年
使
節
の
日
記
、

天
正
遣
欧
少
年
使
節

(原
マル

チ
ノ
)
、
大
村
の
切
支
丹
遺
跡

概
要
、
小
さ
な
島
の
明
治
維
新

|
ド
ミ
ン
ゴ

・
松
次
郎
の
旅
、

仏
説
に

つ
い
て
、
伊
勢
神
宮
と

神
都
の
史
跡
、
後
藤
貴
明
公
ゆ

か
り
の
古
城
祉
、
大
村
藩
犯
科

帳
、
大
村
藩
士
の
江
戸
参
勤
と

彼
杵
宿
、
側
詰
役
日
記
、
史
跡

探
訪
記
(
秋
月
、
英
彦
山
、
日

田
)
ほ
か

頒
価

千
円
送
料
二
百
円

申
込
先

市
立
図
書
館
内
史
談
会

係

(
〒
脱
東
本
町
山
相

官
②
2

4
5
7
)
 

※
現
金
引
換
え
ま
た
は
振
替
、

現
金
書
留
を
ご
利
用
下
さ
い
。

自

衛

官

募

集

⑥
二
等
陸
海
空
士(
男
子
)

資

格

回

歳
以
上
お
歳
未
満

受
付

常
時
(
大
村
募
集
事
務
所
)

試
験
日
・
場
所

受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

④
二
等
陸
海
士
(
女
子
)

資
格

昭
和
田
年
8
月
1
日
現
在

で
国
歳
以
上
お
歳
未
満

受
付

5
月
2
日
同

i
白
日
附

試
験
日

6
月
3
日
樹

試
験
場

大
村
駐
屯
地

⑨
申
込
・
問
合
せ
先
両
方
と
も

市
民
課
窓
口
係
、
大
村
募
集
事

務
所
(
宮
②
6
2
1
7
)

員一一言Il
ヨEコムL TJ 
ol..J 31 … 
~ 1電i干ム
忍年~'"-

式 EZ 
典牟地
2至g

5
月
日
日
同

午
前
凶
時
1
午
後
1
時

四明所

竹
松
駐
屯
地

催
し
も
の

音
楽
演
奏
、
寸
劇
、

模
擬
居
、
ジ

1
07
と
う
乗
ほ
か

※
当
日
は
部
隊
を
一
般
開
放
し
ま

す
。

勺

3
33
3
P3
3
3
3ρ3
3
3
3
3
3
3
5
s
in-d3
3
3
3
5
3
3
3
3
3
3
3
J

…

設

問

純

白

謬

反

事

g
g
ω
g
b抱

へ
五
万
円

W

山

口

先

日

f
{
:

マ
山
口
美
香
(
草
場
郷

・
亡
父
一

夫

俊

吉

)

二

万

円

武

雄

)

交

通

遺

児

へ
十
万
円
叫

…

香

典

返

し

敬
称
略

マ
山
田
多
盛
(
岩
松
郷
・
亡
父

一

般

寄

付

敬

称

略

山

中
社
会
福
祉
協
議
会
へ

芳

二

五

万

円

一
マ
塚
原
シ
ズ
エ
(
上
諏
訪
町

・

マ
山
口
美
由
紀
(
草
案

・
亡

社
会
福
祉
協
議
会
へ

一

一

亡

夫

明

司

)

五

万

円

父

武

雄

)

五

万

円

マ

拝

藤

時

雄

(

杭

出

津

一

丁

目

)

一

一
マ
井
手
橋
ミ
チ
コ
(
東
大
村
二

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

二
万
三
千
四
百
六
十
円
山

一
丁
目
・
亡
父
高
島
三

一)

ニ

マ

前
田
和
義
(
玖
島
郷

・
亡
妻

社
会
福
祉
協
議
会
へ
喜

一

比

万

円

ツ

ヤ

)

大

村

子

供

の
家
へ
二
マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)
一

マ

鶴

川

高

志

(

久

原

郷

・

亡

母

十

万

円

大

村

子

供

の
家
へ二
万

円

…

中
シ
ヅ
エ
)
三
万
円

マ
田
中
義
信
(
春
日
町
・
亡
二

…

マ
山
下
ナ
ツ
ミ
(
原
口
町

・
亡
男
雄
一
郎
)
大
村
子
供
の
家

…

pd3
3
3
3?3
3
3
3
3
4uti
-、
υ3
P33
3
3
3
3
33
P3
3
3Pキ
di
p-43
3
3ふ

~ .8¥ 
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